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命を救った市職員に

一書臆臆臆

感謝状を手にする責政さん(右)と北平さん

防
府
市
消
防
本
部
(
佐
波

2
丁
目
)
ほ
9
日
、
ご
み
収

集
作
業
中
に
倒
れ
た
市
男
性

職
員
(
5
 
9
)
の
救
命
に
当
た
っ

た
と
し
て
、
同
僚
の
賞
政
篤

史
さ
ん
(
5
 
5
)
と
北
平
謙
雷

さ
ん
(
哲
に
、
山
崎
泰
介

消
防
長
が
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

同
本
部
に
よ
る
と
、
5
月

8
日
午
前
8
時
学
す
ぎ
、
同

市
東
三
田
尻
1
丁
目
の
路
上

で
家
庭
ご
み
の
収
集
業
務
中

だ
っ
た
男
性
職
員
が
、
下
車

直
後
に
倒
れ
た
。
賽
改
ざ
ん

が
駆
け
寄
り
、
憲
識
と
呼
吸

が
な
い
た
め
1
1
9
番
。
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
約

1
 
0
分
間
、
電
話
で
指
示
を
受

け
な
が
ら
、
北
平
さ
ん
と
と

も
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

た
。
そ
の
後
、
到
着
し
た
救

急
隊
が
除
細
動
器
な
ど
で
処

霞
を
し
て
病
院
へ
搬
送
。
そ

の
時
点
で
男
性
は
心
肺
停
止

状
態
だ
っ
た
が
、
初
期
対
応

や
治
療
の
か
い
が
あ
っ
て
、

現
在
は
回
復
し
、
9
日
に
職

場
復
帰
し
た
。

賓
改
ざ
ん
は
「
初
め
て
の

出
来
事
。
救
急
車
到
着
ま
で

の
時
間
は
長
く
感
じ
た
」
と

話
し
、
同
僚
の
復
帰
窒
富
ん

だ
。

(
入
江
孝
治
)
一

A
岳
D
の
使
い
方
な
ど
学
ぶ

命
と
健
康
を
守
る
た
め
の

知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
る

救
急
法
講
習
が
9
日
、
防
府

市
創
業
・
交
流
セ
ン
タ
ー
(
八

王
子
2
丁
目
)
で
開
か
れ
た
。

県
日
赤
紺
綬
有
功
会
の
主
催

で
、
約
2
 
0
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
心
停
止

で
倒
れ
た
人
を
助
け
る
た
め

の
A
巴
D
(
自
動
体
外
式
除

紬
動
器
)
の
使
い
方
や
デ
モ

用
人
形
を
使
っ
た
胸
骨
圧
迫

を
ど
の
心
肺
蘇
生
の
仕
方
を

体
験
し
た
。
ま
た
、
け
が
を

し
た
と
き
の
包
帯
の
巻
き
方

な
ど
も
学
ん
だ
。

A
巳
D
は
全
国
に
6
 
7
万
台

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
最
新

の
調
査
で
は
使
用
率
は
わ
ず

か
4
%
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
日
本
赤
十
字
社
県
支
部

(
山
口
市
)
は
、
同
様
の
諮

習
会
を
年
3
̃
4
国
主
催
す

る
ほ
か
、
学
校
・
自
治
会
な

ど
に
随
時
講
師
を
派
遣
す
る

な
ど
し
て
、
活
用
を
促
進
し

て
い
る
。

(
入
江
孝
治
)

胸
骨
圧
迫
を
体
感
す
る
参
加
者

ニ
ュ
ー
ス

フ
ァ
イ
ル

【
個
人
情
報
一
時
閲
覧
可
に
】

県
教
委
は
1
 
1
日
、
教
員
志

望
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
に
申
し

込
ん
だ
2
 
9
大
分
の
氏
名
な
ど

の
個
人
情
報
が
一
時
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
可
能

な
状
態
に
あ
っ
た
と
発
表
し

た
。教

職
員
課
に
よ
る
と
、
3

日
に
参
加
者
か
ら
「
申
し
込

ん
だ
際
、
他
の
参
加
者
の
個

人
情
報
等
が
閲
覧
可
能
な
状

態
だ
っ
た
」
と
連
絡
が
あ
っ

た
。
6
月
2
日
̃
7
月
2
日

ま
で
に
、
4
人
が
閲
覧
。
8

日
ま
で
に
全
員
に
謝
罪
し
た
。

担
当
者
が
、
フ
ォ
ー
ム
作

成
時
に
申
し
込
み
し
た
人
が

回
答
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

設
定
し
た
が
、
他
の
人
の
回

答
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
。
閲
覧
可
能
だ
っ
た
個
人

情
報
は
居
住
市
町
や
電
話
番

号
な
ど
9
項
目
。
「
互
い
に

関
連
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

個
人
を
特
定
す
る
に
は
垂
ら

な
い
状
態
だ
っ
た
」
(
同
課
)

と
し
て
い
る
。

人
事
=
関
係
分

(
敬
称
略
)

◆
広
島
国
税
局
(
1
 
0
日
)

総
務
部
業
務
セ
ン
タ
ー
室

出
雲
分
室
統
括
管
理
官
(
山

口
税
務
署
副
署
長
)
内
田

隷
祥
▽
課
税
2
部
消
費
税
課

長
(
陳
腐
税
務
署
長
)
藤
村

茂
▽
山
口
税
務
署
長
(
課
税

2
部
法
人
課
税
課
長
兼
源
泉

所
得
税
雷
務
集
中
処
理
セ
ン

タ
ー
室
長
)
杉
山
圭
一
▽
防

府
税
務
署
長
(
岡
山
東
税
務

署
特
別
国
税
調
査
官
総
合
調

査
担
当
)
岡
野
晃
也
▽
山
口

撹
務
署
副
署
長
(
課
税
1
部

訟
務
官
)
高
橋
宏
▽
宇
部
税

務
署
国
撹
指
導
官
・
産
(
山

口
税
務
署
長
)
西
原
勝
美

市
長
の
動
き

・
池
田
防
府
市
長
=

【
1
 
5
日
】
各
種
用
務

・
伊
藤
山
口
市
長
=

【
1
 
5
日
】
や
ま
ぐ
ち
狸
乃
気

ミ
ー
ア
ィ
ン
グ
・
秋
穂
二
島

地
域
(
1
 
4
時
・
二
島
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
)

悠
好
台
湾
=

ほ
う
ふ
日
報
版
④

臨
海
道
路
と
清
水
断
崖

台
湾
友
好
倶
楽
部

会
長

相
場
秀
雄

上
山
溝
之
進
(
か
み
や
ま
・

み
つ
の
し
ん
)
が
日
本
に
持

ち
帰
っ
た
陳
澄
渡
(
ち
ん
・

と
う
は
)
作
「
東
台
湾
臨
海

道
路
」
は
、
台
湾
東
部
・
花

蓮
(
か
れ
ん
)
北
部
の
海
岸

線
に
あ
る
「
清
水
断
崖
」
で

す
。こ

の
辺
り
は
、
海
抜
1
千

㍍
級
の
断
崖
絶
壁
が
2
 
9
ロ
も

続
く
難
所
で
す
。
日
本
統
治

が
始
ま
っ
た
1
8
9
5
年
当

時
は
、
ま
だ
車
道
は
な
く
言

1
8
7
4
年
に
清
政
府
が
建

設
し
た
北
路
(
蘇
花
古
道
)

と
い
う
狭
い
道
が
あ
る
の
み

で
し
た
。
東
海
岸
へ
の
物
資

は
、
海
上
か
ら
花
蓮
に
上
陸

し
、
輸
送
し
て
い
ま
し
た
。

1
9
1
6
年
に
台
湾
総
督
府

は
、
東
海
岸
線
の
道
路
建
設

に
取
り
掛
か
り
、
1
9
2
5

年
に
3
・
5
㍍
の
道
幅
で
「
東

海
徒
歩
道
」
が
完
成
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
上
山
満
之
進
が

台
湾
総
督
在
任
中
(
1
9
2

6
̃
2
 
8
年
)
に
は
、
蘇
漠
(
す

お
う
)
̃
太
魯
間
口
(
た
ろ

こ
ぐ
ち
)
問
の
道
路
拡
張
工

事
に
よ
り
、
一
部
車
両
の
通

行
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

退
任
後
も
延
伸
が
続
き
、
1

9
3
0
年
に
蘇
漠
̃
花
蓮
間

の
道
路
が
「
臨
港
道
路
」
(
現
・

蘇
花
公
路
)
と
正
式
に
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
「
東
台
湾
臨

海
道
路
」
も
、
こ
の
年
に
制

作
さ
れ
て
い
ま
す
。
臨
海
道

路
は
、
そ
の
後
も
拡
張
が
続

き
、
1
9
3
2
年
に
完
成
し

ま
し
た
。

「
臨
海
道
路
」
は
「
理
審

政
策
」
に
よ
り
、
台
湾
全
土

で
整
備
が
行
わ
れ
た
道
路
の

一
つ
で
す
。
こ
の
道
路
は
、

原
住
民
族
を
管
理
す
る
た
め

の
役
割
が
あ
り
ま
し
た
。
臨

海
道
路
が
開
通
し
た
こ
と
に

よ
り
、
便
利
に
は
な
り
ま
し

た
が
、
原
住
民
族
に
と
っ
て

は
、
今
ま
で
の
伝
統
や
風
習

等
が
一
変
し
、
複
雑
な
気

持
ち
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
頃
、
台
湾
各
地
で
、

度
重
な
る
原
住
民
族
の
蜂
起

が
起
こ
り
ま
し
た
。
「
東
台

湾
臨
海
道
路
」
の
制
作
と
同

年
の
1
9
3
0
年
に
発
生
し

た
霧
社
事
件
も
、
そ
の
一
つ

で
す
。
な
お
、
上
山
満
之
進

は
、
当
時
の
台
湾
施
政
方
針

で
、
台
湾
人
と
日
本
人
の
平

等
を
扱
い
を
統
治
の
原
則
を

採
用
し
て
お
り
、
原
住
民
族

に
対
し
て
も
習
慣
等
を
尊
重

し
て
い
た
台
湾
総
督
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

1
9
3
4
年
に
日
本
で

国
立
公
園
の
指
定
が
は
じ
ま

り
、
台
湾
で
も
1
9
3
7

に
発
行
さ
れ
た
日
本
の
特
殊

切
手
「
第
一
次
国
立
公
園
シ

年
に
「
大
屯
」

「
新
高
阿
豊

山
」
「
次
高

タ
ロ
コ
」
の

3
カ
所
が
国

立
公
園
に
指

定
さ
れ
ま
し

た
。
「
清
水

断
崖
」
は
、

次
南
タ
ロ
コ

国
立
公
園
内

に
位
置
し
、

台
湾
八
景
の

一
つ
で
す
。

ま
た
、
戦
前

「清水断崖」 =台湾観光庁提供

リ
ー
ズ
」
で
、
1
9
4
1
年

に
潜
水
断
崖
の
風
景
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
4
月
に
発
生

し
た
台
湾
東
部
沖
地
震
で

は
、
清
水
断
崖
周
辺
も
被
災

し
ま
し
た
。
こ
と
し
7
月
1

日
、
花
蓮
崇
徳
遊
憩
匿
も
復

旧
し
、
清
水
断
崖
を
間
近
に

見
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
、
上
山
満
之
進
が
見
た

太
陽
で
輝
く
タ
ー
コ
イ
ズ
ブ

ル
ー
の
美
し
い
「
清
水
断
崖
」

を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

(
随
時
掲
載
)

医療法人 伯生会

佐伯医院
医 師 佐伯英明

診 療 時 間 月き火i水 木 金 土 

AM 9こ00へ12:30 ● ● ● // ● ● 
PM てこ00へ 3:00 手 術 ・ 往 診 

内科・整形外科・外科

古屋敷医院
院 長 古屋敷 進

診療時間9-13時14-19時

八王子H8-15 密27。4777


